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１実践テーマ 【 Ⅴ 】  

２実施対象者 第２学年 １６４名 

３展開の形式 

（１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ）行事名（     ） 

② その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

オリンピアンの右代啓祐氏からスポーツを通して学んだ生き方や志に

ついての話等をお聞きしたり、模範競技を実際に見学したりすることで、

志を極めた人の凄さや自分に生かせる考え方、生き方のヒントを見付ける

ことができる。 

５ 取組内容 

① 模範実技 

ハードルの模範的な跳び方、棒高跳びの跳び方（今回は安全のため背面

跳びではなく、はさみ跳びで）、跳躍力ややり投げの他競技への応用（ダン

クシュート、ピッチング練習）を示していただいた。 

     
② 十種競技やオリンピック等の説明 

 十種競技の魅力ややり始めたきっかけ、リオオリンピック時のエピソー

ドや選手村の様子などをスライドにて説明していただいた。 

③ 「志」のもち方、夢をあきらめないために大事にしていること 

・中学時代オスグッドで記録が伸びず、結果が出ない悔しさを高校で果た

すために高校では毎日朝練、筋トレを「継続」した。高校時代に全国2

位→自信につながった。…継続の大切さ 

・1 回目の日本一のチャンス時に棒高跳びで失敗し泣くほど悔しかった

が、その時のコーチが掛けてくれた言葉「今日からスタート」を大事に

した。明日ではなく、今日からすぐ失敗を改善する努力をすることで 

 以降全日本大会６連覇。…すぐ行動に移すことの大切さ 

・リオオリンピック 2か月前に棒高跳びで大けが、全治 3か月と診断さ

れ絶望的な中で普段の主治医が掛けたコトバ「（治る）できると思えば

今やれることをやる」 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 実際に1ヵ月で奇跡的に治り競技復帰。…諦めなければ何とかなる。 

      
④ 生徒たちの夢を質問 

代表生徒 6～７人に夢は何かの質問をし、それに対してのアドバイス

をいただいた。 

６ 主な成果 

 

・2年生は、学年の総合テーマとして自分の夢や目標、進路希望、理想の

姿等を自分の「志」として決めることにしている。そのために夢をどう

したら実現できるか、どんなことに気を付けていったらよいか、 

・オリンピアンであり、日本記録保持者である講師の模範実技を見ること

で、体を鍛えること、スポーツの素晴らしさ、十種競技への興味・関心

をもつきっかけになり貴重な経験となった。 

７実践におい

て工夫した点

（事業の特色） 

・コロナ感染対策のため、講師に2週間前の健康チェックをお願いし、見

学も一学年に絞り、間隔を多めにとったこと。 

・十種競技はもちろんのこと、生徒の関心が高いスポーツの模範演技も行

っていただけたこと。 

・生徒たちの興味・関心を高めるため、右代さんにも協力いただき、最初

はオンラインでの講演と見せかけて、実は今から行きますという形のサ

プライズでの登場にしたこと。 

８主な課題等 

・本来は約1年前に実施予定であったが、その時は緊急事態宣言中でもあ

り、延期をせざるを得なかった。計画通り東京 2020 オリンピック・

パラリンピック実施前であれば、オリ・パラ教育についてより関係した

内容になったと思うが、今回は次期的に少しつながりが薄かったように

思う。ただ、延期の際に、応援メッセージや応援寄せ書きを送ったりそ

れに対して、お礼のビデオメッセージをいただいていたりした経緯があ

ったので、講師の右代選手に対する理解や親しみは1年前に仮に行って

いたときよりも良かったと考えられる。 

９来年度以降

の実施予定 

来年度以降は、コロナの状況も踏まえ検討していく。 

 

 

 

 

 


